
　防災教育チャレンジプランでは、全国で取り組まれつつある防災教育
の場の拡大や質の向上に役立つ共通の資産をつくることを目的に、新し
いチャレンジをサポートいたします。
　そのプランの準備・実践に当たって発生する経費を支援し、実現に向
けて防災教育チャレンジプランアドバイザーが出向くなどして相談など
の支援を行います。
　応募の中から選ばれたプランは、活動計画について前年度の活動報
告会（最終報告会）で発表、さらに１年間実践した結果を、交流フォーラ
ム（中間報告会）と活動報告会（最終報告会）で成果を発表していただ
きます。※入門枠は発表不要
　活動報告会（最終報告会）においては、優秀な実践活動に対して
防災教育大賞、防災教育優秀賞、防災教育特別賞を授与いたします。
また、皆さんのチャレンジプランの成果はホームページなどで広く公開
いたします。

2011年12月12日

教育・社会福祉施設／教育委員会／NPO／地域団体／個人

○防災教育チャレンジプランサポーターに認定

アドバイザー

2012年度防災教育交流フォーラム

活動報告会

活動報告会
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防災教育チャレンジプラン実行委員会事務局
E-mail ： cpinfo2865@bosai-study.net　／　FAX ： 03-3556-8217
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全国の地域や学校で取り組まれつつある防災教育の場の拡大や、質の向上に役立つ
共通の資産をつくることを目的に、新しいチャレンジをサポートする取組です。

2011年10月15日（土）・16日（日）
会場：立教大学 池袋キャンパス(東京 豊島区)

2011年度  防災教育交流フォーラム   開催

1日目は2011年度チャレンジプラン実践団体の活動中間発表、2日目は専門家による講演と被災
者や支援者となった防災教育に取り組む団体の発表、事例紹介、意見交換を行います。
ご来場の際にはホームページ（http://www.bosai-study.net）にて事前登録をお願いします。
主催 ： 防災教育チャレンジプラン実行委員会、内閣府（防災担当）、立教大学 社会デザイン研究所、21世紀社会デザイン研究学会
後援 ： 消防庁、文部科学省、国土交通省、全国知事会、全国市長会、全国町村会、
　　　日本赤十字社、全国都道府県教育委員会連合会、日本PTA全国協議会

入門枠
「はじめの一歩」

初めて防災教育に取り組まれる
みなさまを支援します！



実践活動のご紹介

「託せ子どもたちに ～荒川の安全と未来を～」
和歌山県紀の川市立荒川中学校

特定非営利活動法人日本沼津災害救援ボランティアの会（NVN）

滋賀県立彦根工業高等学校都市工学科

応募･決定 準備期間 サポーター認定活動期間

防災教育特別賞

防災教育優秀賞

「生命（いのち）にまっすぐ！『シルバーAEDトレーニング！』」

「かまどベンチづくり ～工高生のものづくりによる地域防災力の向上～」
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NPO･ボランティア･市
計約１５回

改援隊(かいえんたい)という組織を作り、少子高齢化の中山間地で、中学生が主体となって
ＰＴＡや地域住民、社会福祉協議会など多くの団体と連携し地域防災訓練を実施するなど、
地域防災力の向上に取り組んだことや、農業など幅広い分野にも波及して取り組んだ点が
高く評価されました。

佐用高校農業科学科防災プロジェクトチーム

防災教育特別賞 西大和６自治会連絡会
災害時要援護者避難訓練＆子どもサバイバルキャンプ

佐用町は大きな家族！　～豪雨災害を乗り越えて～

防災教育優秀賞 なでしこ防災ネット
災害時の水の確保｢生活と水｣秦野盆地湧水群非常時活用マップ作成

釜石市立釜石東中学校
ＥＡＳＴーレスキュー

防災教育大賞 滋賀県立彦根工業高等学校
　　　　　　　　高齢者と共に活動　～モノづくり防災活動～ 

「かまどベンチづくり」を通じた小学校や地域との交流を継続しつつ、高齢者福祉施設と
の製作交流により、高齢者からの防災知識・知恵を継承するなど、地域・行政・関係団
体との連携を一層深め、「一物多様」な展開をしたことが評価されました。

宮城県丸森町丸森東中学校防災教育大賞
「丸東中改援隊 地域防災対策プラン」

これまでの参加者の所属入門枠（はじめの一歩）とは… 過去の受賞団体と活動の様子

１年の流れ（イメージ）
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これまで 2003 年より１１４団体が実践団体として参加しました。

学校・幼稚園

その他
国･関係団体

地域組織･団体

地方公共団体･
関係団体

大学･
研究機関

ボランティア･ＮＰＯ法人

教育対象者：地域住民・防災関係者

保護者・自治体・地域住民に対する
「子どもに関する防災意識」向上の
呼びかけと教育モデルの提供を行う
ために、ワークショップに向けテキ
スト案を作成し、中間報告会におい
て披露し、防災教育チャレンジプラ
ン実行委員会の助言を参考にテキス
トの最終原稿を作成した事例

例 (Ｂ)　○ ○ 防災会

教育対象者：幼児･保育園児･幼稚園児
　　　　　    小学生（低学年・高学年）

教員等の防災・防犯に対する意識付
けを行い、児童・生徒たちへ分かり
やすく伝えるために、専門家による
講演会（防災教育チャレンジプラン
実行委員担当）を開催し、学校、園
のイベントに合わせて防災・防犯劇
などを実施した事例

例 (Ａ)　○ ○ 小学校
ー 成果 －

教員ひとりひとりが、防犯
に対する意識を高められた。
園児･保護者ともに「自分の
身をどう守ればいいか？」
など家でのお互いの話の中
でも防犯に関する話が出る
ようになり、防犯に対する
意識が全体的に高まった。

ー 成果 －

適切に広報した結果、子ども
を保育園に預ける前の、乳幼
児の母親層のニーズが高いこ
とが再確認された。 
実践内容そのものはユニーク
な内容ではないが、お母さん
たちにとって身近な環境での
防災教育推進に寄与していけ
るものとなった。 
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　3月11日の東日本大震災をきっかけに、防災教育への興味
・関心が高まった方、防災教育を実施したくなった方も多くお

られると思います。そこで防災教育チャレンジプランでは「これ

まで防災教育をやったことがなくてよくわからない」「やりたい

けれどもいきなり計画案を作って応募することは難しい」とい

う団体に対して、入門枠（はじめの一歩）を用意しました。

　入門枠（はじめの一歩）に採択されると、まずは１年間にわ

たってチャレンジプランで既に実施された防災教育プログラ

ムを学び・実践しながら、次年度のチャレンジプランに応募

するための計画を作成します。計画が採択されると、次年度

は一般のチャレンジプラン実践団体として活動を行います。

　入門枠（はじめの一歩）は、一般枠の実践団体応募と比べる

と、活動費の支援は上限５万円ですが、応募書類などが簡略

化されており、やる気があれば「誰でも」「気軽に」応募できるも

のとなっています。ぜひ、奮ってご応募ください。


